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研究成果の概要（和文）：敦煌（中国甘粛省）・トゥルファン（中国新疆ウイグル自治区）および周辺地域から
発現した多言語文献の解読研究に基づき，当該地域の歴史展開の諸相（特に諸文化の接触・ 摩擦・融合）を解
明した。
特に，敦煌仏教石窟の現地に遺存する題記銘文資料の調査研究に注力し，従来知られていなかった多くの銘文資
料の校訂テキストや関連する情報を集成・刊行することによって，敦煌地域をめぐる多言語状況とそれらの横断
的交流についての知見を大きく改善することができた。

研究成果の概要（英文）：This project surveyed multilingual source materials from Dunhuang (Gansu, 
PRC) and Turfan (Xinjiang, PRC), to investigate the various historical aspects (multilingual and 
multicultural exchanges, frictions or intergration) in thosee regions from  the seventh to the 
fourteenth centuries.
The prior task was the fieldwork at the Dunhuang Buddhist grottoes to decipher and revise 
philological editions of the wall inscriptions (Old Uigur = Old Turkic, Middle Mongolian, Sanskrit, 
Tocharian, Tibetan, Tangut = Xixia, Chinese). The result was published as the volume "Multilingual 
Source Materials of the Dunhuang Grottoes" (ed. D. Matsui & Sh. Arakawa, Tokyo Univ. of Foreign 
Studies, Fuchu (Tokyo), 2017, 521p). The volume provides the solid philological data of the 
inscriptions, to demonstrate that various ethnic groups visited and left for Buddhist pilgrimages 
and then exchanged their cultural elements across languages and religions.

研究分野： 東洋史・中央アジア史
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
20 世紀初頭以来，甘粛省西端の敦煌や新疆

ウイグル自治区のトゥルファンなど，中国西
北地域の諸遺跡から発掘将来された，西暦 3
〜14世紀に由来する出土文献資料は，世界各
国における歴史・言語・美術・考古・文学・宗
教など広範囲におよぶ「東洋学」研究にとっ
て第一級の資料的価値をもつ。これらの大多
数は漢文資料であり，いわゆる「中国学」の視
点から，「中国本土」で編纂された典籍の情報
を補完するものと位置づけられてきた。	

その一方で，特に 1980 年代以降，漢文以外
の諸言語にも通じた日本人研究者により，言
語文献学に立脚した歴史学的研究成果が多数
発表され，敦煌・トゥルファン地域が単なる
「中国の西方辺境」ではなく，「ユーラシア諸
文化が接触・融合する結節点」であることが
実証的に解明されてきた。	

特に 2000 年代に入り，世界各国（英・独・
仏・露・中国など）所蔵の敦煌・トゥルファン
出土文献資料については，浩瀚な写真複製資
料集の刊行やオンラインデータベースによる
画像公開により，その総体が把握されつつあ
る。また敦煌・トゥルファン現地においても，
中国側による発掘調査により資料の新発見・
新公開が相次いでいる。さらに，敦煌・トゥル
ファンの諸遺跡を調査するための中国側の環
境整備など，研究環境・資料公開状況が拡大
に進展させられている。	

２．研究の目的 
如上の状況において，本研究課題では，敦

煌・トゥルファンおよびその周辺のクチャ・
コータン・カラホト地域から出土した文献資
料と，これらの地域の仏教石窟遺跡に残る銘
文資料を解読研究し，その校訂テキストを歴
史学的に利用して当該地域の歴史展開の諸相
（特に諸文化の接触・摩擦・融合）を，総合的
な視点から解明することを目的とした。	

その主要な課題は下記の通りである。	
（１）新出・未公開文献の調査：	 2000 年代
以降に新たに学界に紹介・公開された資料に
ついては，単なる写真データや目録情報の公
開，あるいは「簡報」レベルの報告・紹介にと
どまる事例が多く，徹底的な文献学的・言語
学的・歴史学的検討を加えられていないのが
現状であった。これに対して，本研究課題で
は，出土文献資料を実見調査して文面を正確
に解読・校訂するとともに，形態的特徴をは
じめとする古文書学データを収集することに
より，当該資料の性格や機能の把握，さらに
はその歴史的背景の再構成を試みた。	
（２）敦煌石窟の題記銘文資料と解読：	 こ
れらの銘文資料は，時代的・言語的にも様々
であるが，全体としてみれば，仏教信仰拠点
としての諸石窟を経済的に支援した政治権力
者や，各地から訪問してきた仏教徒が巡礼の
記念に書き残したものである。敦煌を中心と
する仏教徒の活動や文化交流を反映するもの
であり，歴史資料として注目に値する。	

３．研究の方法 
（１）新出・未公開文献の調査に際しては，こ
れまでデータ公開の遅れてきた中国・ロシア
所蔵資料の調査に注力した。ほぼ毎年，複数
のメンバーが同道して，ロシア・サンクトペ
テルブルク東方文献研究所や中国各地の研究
機関を訪問し，原文書の調査を行なった。	
（２）敦煌石窟の諸言語題記銘文資料につい
ては，これまで研究の対象とされることが極
端に少なく，漢文のものを除いては移録やテ
キストデータの蓄積もごくわずかである。そ
こで，毎年末にメンバー共同で敦煌石窟現地
を訪問し，実地・現物調査と解読を行なった。
その上で，資料として重要な銘文や壁画の写
真複製を，石窟を管理する敦煌研究院に依頼
し，より正確な解読に努めた。	
（３）本研究課題と連動して，東京外国語大
学アジア・アフリカ言語文化研究所の共同利
用・共同研究課題「新出多言語資料からみた
敦煌の社会」を発足させ，定期的に研究会を
開催してメンバーの研究成果を相互に検証し，
その精度を高めることに努めた。	
（４）当初，研究期間は 3年間（平成 26〜28
年度）を予定していたが，研究成果のとりま
とめに至るまでに若干の不都合が生じたため，
平成 29年度にまで期間を延長した。	

４．研究成果	
（１）総計 800	窟を擁する敦煌石窟のうち約
150 窟を実見調査し，諸言語題記銘文資料の
解読データを収集することができた。その成
果を最終年度にとりまとめ，『敦煌石窟多言語
資料集成』（松井太・荒川慎太郎（共編），東京
外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所，
2017）として刊行した〔図書①〕。ここで提示
したのは，ウイグル字・パクパ字・シリア字
（ウイグル語・モンゴル語）銘文 283 条，ブ
ラーフミー文字銘文 43条，チベット文字銘文
92条，西夏文字銘文計 430 行，西夏時代漢文
銘文 33条，モンゴル時代漢文銘文 184 条の解
読校訂テキスト，および楡林窟第 12・16・25・
32・34・36・40 窟の供養人題記（傍題）の最
新の釈文と関連情報である。校訂テキストに
付した語註では，敦煌地域をめぐる多言語状
況およびその言語横断的文化交流についての
知見を多く提出している。また，従来学界に
知られていなかった題記銘文や供養人像の写
真複製をも収載することで，広く敦煌学・中
央アジア学・東洋学に貢献する内容となって
いる。	
（２）上述の敦煌石窟の題記銘文資料の調査
に基づく個別論文として，9〜14 世紀の敦煌
とチベット・ウイグルなど諸勢力との関係や，
ウイグル人仏教徒さらにはウイグル人キリス
ト教徒の敦煌における巡礼の様相などが解明
された〔論文①⑩⑭⑯㊸㊿〕。	
（３）また，主に帰義軍時代（9世紀後半〜11
世紀前半）の供養人像の図像的分析により，
帰義軍節度使の造営した石窟の特定，および
帰義軍史の変遷・展開の跡づけに資すること



を証明し得た〔論文㉓㉔〕。	
（４）その他，参加メンバー各自が，世界各国
に所蔵される敦煌・トゥルファン・中央アジ
ア出土文献の調査に基づく言語文献学的・歴
史学的研究を個別論文として発表した。	

そのうち，本研究課題に眼目の一つである
多言語資料の横断的検討や多文化接触に関わ
る成果としては，以下のようなものがある：	

①タリム盆地（マザール=ターグ遺跡）出土
の最古層（8世紀）の古代トルコ語の漢語
対訳語彙〔論文②⑰〕	

②東シリア=キリスト教（景教）の東方伝道
〔論文⑲〕	

③帰義軍政権と西ウイグル勢力に介在した
チベット語話者のソグド人集団〔論文㉕〕	

④漢語から古代ウイグル語への諸都市名の
継受関係〔論文④㉘㉜〕	

⑤唐代の住民組織のウイグルへの伝播〔論
文⑦㊴〕	

⑥西ウイグルのマニ教から仏教への改宗時
期（10/11 世紀）における両教徒の接触
〔論文③⑧〕	

⑦漢語仏典のウイグル語への訳経活動〔論
文⑨㉑㉖㊽〕	

⑧中国の軍事技術の西夏への伝播〔論文㉟〕	
⑨ウイグル語からモンゴル語への契約文書
文化の継受関係〔論文⑫⑮〕	

なお，これらの論文には，刊行に先立って
国際学会で報告されているもの，また英文・
中文など外国語によるものが少なくないこと
も特筆できる。	

５．主な発表論文等	
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